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促進員活動報告
これまでの促進員の活動を報告します。

令和２年1月2４日（金）に「促進員研修会」を開催しました。市のバスを使用して町田
市剪定枝資源化センターと川崎市王禅寺処理センターの2箇所を見学しました。当日は廃棄
物減量及び再利用促進審議会委員と促進員の合計20人の方に参加いただき，資源化処理施
設の役割，重要性について学びました。毎年１月に研修会を企画しています。多くの方のご
参加をお待ちしています。

令和元年12月8日（日）たづくり大会議場
において「第6回エコフェスタちょうふ」を
開催しました。
第一部は「これならできるごみ減量とリサ

イクル」ごみ減量啓発ポスター作品の入賞者
・「ちょうふエコ川柳」入賞者の表彰式と感
謝状贈呈式を行い，第二部では，展示・体験
イベントやクイズ大会，粗大ごみ再生品の抽
選会を行いました。
また当日は，調布市消費者団体連合会，調

布市社会福祉法人地域公益活動連絡会のご協
力をいただき，食品ロスを減らすためのフー
ドドライブも同時開催し，大勢の方にご協力
をいただきました。

裏面に続く☞

【アンケート結果】
・環境への取組にスペースを使っているのがうらやましい。
・剪定枝資源化センターは，調布にはないものなので，大変
興味深く見学できました。

・今回初参加で大変勉強になりました。調布市は調布の良い
ところ，川崎には川崎の良いところがあり，大変勉強にな
りました。

・これだけのお金をかけているのにビックリ。ごみを無くさ
なくては。

・緑の木は生き物にとって必要。その循環がうまく考えられ
ていてすばらしいと思った。
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１ ザ・リサイクルの発行

ごみ対策課広報誌「ザ・リサイクル」第83号を3月20日に発行予定です。ぜひ地域で回覧
していただき地域のごみ減量にご協力をお願いします。
２ 出前講座をご活用ください！

自治会や各種団体向けに「ごみ減量とリサイクル」について出前講座を行っています。市
の職員が直接皆様の会合等にお伺いしごみの分別や処理について説明します。ぜひ出前講座を
利用していただき地域のごみ減量とリサイクルにご活用ください。

市からのお知らせ

家庭から出る調理くずなどの生ごみを，庭やベランダなどで
堆肥化し，家庭菜園や園芸肥料として利用することで，ごみの
減量や資源化を進めるため，生ごみ堆肥化講習会を開催しまし
た。有機農産物普及・堆肥化推進協会事務局長の会田節子講師
をお招きし，講義と実演による講習会を行いました。

【アンケート結果】
・自分で実際にやってみて不明点が出たり，挫折しそうになっていたの
で，みなさんや先生のご意見を直接うかがえてよかったと思います。

・参加してごみが少なくなりました。とても解りやすいです。
・牛乳パック追加で作り続けています。夏野菜を作るのが今から楽しみに
なってきました。

燃やせるごみに
含まれる容器包装
プラスチック

燃やせるごみに
含まれる食品ロス

堆肥化講習会の様子

【調査結果の概要】

ごみの排出状況を調査するため組成分析調査を行いました。
みなさまが正しい分別をすることで，ごみを減量することができます。

燃やせるごみに
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◆燃やせるごみに含まれる生ごみの内訳


